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センター事業（研修、研究、教育相談）の紹介

日頃より当センターの事業に御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。この４月より赴任して参り
ました所長の成田です。どうぞよろしくお願いします。
当センターは開所から今年で25年目を迎え、研修・研究・教育相談・情報提供を主な業務としておりま
す。今年度の研修に関しましては、「“これからの社会を生き抜く力”を育む“教師力”の向上を目指した
研修講座」をテーマとし、特にGIGAスクール構想の実現と学校における働き方改革の推進を踏まえたICT
の活用についての提供をします。これまでも教育の情報化は社会的背景の変化により推進されてきたところ
ですが、昨今のコロナ禍によりその果たす役割はますます大きなものとなりました。児童生徒に対する情報
活用能力の育成及びプログラミング教育の推進を念頭におきながら、教科等の指導においては児童生徒一人
一台の端末機器や高速大容量通信ネットワークを使った効果的な授業が実践され、加えて教員の働き方改革
の一助となるべく校務の情報化の推進がなされるよう研修講座を充実して参ります。昨年度は、県による新
型コロナウイルス感染症対策期間中の集合型研修は取り止め、オンライン講義やWebによる資料提供を行い、
受講者が学校等においてリモートで受講できるような体制をつくるなど通所に負担をかけない非集合型研修
も行われ、研修機会を確保することができました。今年度も感染状況を見ながら同様の方式を準備します。
これらの目的を達成するためには、授業者である教員のICT活用指導力の向上が欠かせません。本県学校
教育指導の方針と重点では「情報化に対応する教育の推進」が挙げられており、当センターでは昨年度より
所員の研究テーマを「学校におけるICTの効果的な利活用」とし、各教科の単元計画例・学習指導案・デジ
タル教材の活用例及び教科外（特別活動・特別支援教育）指導のパッケージを作成しております。本研究は
令和３～６年度までの４年間とし、１年目の成果はセンターWebにて配信しております。今後は、毎年１１
月に開催される「あおもり教育研究発表会」において随時研究成果を発表する予定です。
教育相談については、各市町村教育委員会、医療・福祉などの関係機関と連携し、学校・児童生徒・保護
者からの悩みや相談を電話や来所面談にて対応しております。いじめや不登校、学習のつまずき、対人関係
等、相談内容は多岐にわたっており、担当者（教育相談課、特別支援教育課）が親身となり一緒になって考
えます。近年は不登校に関する相談ケースが多く、学校現場においても対応に苦慮する中、対象児童生徒の
社会的自立を目指した支援を行っています。
情報提供に関しては、学校教育に関する図書、視聴覚資料、その他必要な資料等を収集・整理しており、
新課程用の各社教科書も閲覧できます。また、広報活動としてセンターWebからの情報発信を中心にメーリ
ングリスト等も利用しながら開講済研修講座の様子、教育情報の提供、各種リーフレットや刊行物の発信等
も行っておりますので御活用ください。
教育は不易と流行と言われますが、当センターは児童生徒の知・徳・体をバランスよく育むことを基本と
し、時代の変化とともにつねに新しい教育手法を加えながら、今後も子どもたちの未来を創るために学校を
支援し続けます。

「“これからの社会を生き抜く力”を育む“教師力”の向上」を目指して
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テーマ 「“これからの社会を生き抜く力”を育む“教師力”の向上」 を目指し

次のように研修講座を開催します。

１ 講座の目標を明確にし、演習、協議等を重視した主体的に参加できる研修を提供します。
２ GIGAスクール構想の実現及び学校における働き方改革の推進を踏まえ、ＩＣＴを活用した研修を

提供します。
３ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を目指した内容を提供します。
４ 学校、先生方の課題や悩みに寄り添い、その実践と意欲をサポートします。

「令和４年度研修講座案内」の表紙のイラス
トです。（当センターWebページに掲載）
中央で育つ花は子どもたち、花が育つ場は学

校です。それらを取り囲む教師集団は、互いに
連携・協働しながら教育活動に取り組んでいま
す。また、暖かな色合いで学校を包み込んでい
るのは県総合学校教育センター等の関係機関や
家庭・地域社会で、教育活動を支える様子を表
しています。
舞い上がる花の色は、学校教育全体を通して

育成される新しい時代に求められる資質・能力
を表し、舞い上がる花は、子どもたちが自立し、
社会参加へ向かう様子を表しています。

研修講座について

これまでは申し込むと「申込み完了メール」が届いていたのに、今年度は

届かないのですが、何が原因ですか？

令和4年度より「申込み完了メール」は、返信されません。 ボタンのクリッ
ク後に表示される【申込み完了通知】画面を確認し、印刷する場合は右上のプリン
タアイコンをクリックしてください。

研修講座の申込み・内容に関するＱ＆Ａについては、当センターWebページ「令和４年度 研修講座
案内（ＰＤＦ版）」を御覧ください。

決定



令和４年度 センターセミナーの紹介

センターセミナーⅠ

センターセミナーⅡ

子どもと教師の未来を拓く総合戦略
講師：甲南女子大学 教授 村川 雅弘 氏

８／２０（土）
時間：９：３０～１２：００
場所：青森県総合学校教育センター

申込期間：５月９日（月）～８月５日（金）
当センターWebページ、FAX、またはお電話にてお申し込みください。
【担当課】義務教育課 TEL：０１７－７６４－１９９６ FAX：０１７－７２８－６３５１

全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現に向
けて、どのように授業改善をしたらよいのでしょうか。子ども一人一人の資質・能力
の育成に向けて、子どもが主体的に学ぶための方策、カリキュラム・マネジメントな
どの具体について、村川先生の御講演を通して、ともに学びませんか。

不登校児童生徒への支援
講師：FR教育臨床研究所 所長 花輪 敏男 氏

７／３０（土）
時間：９：３０～１５：３０
場所：青森県総合学校教育センター

申込期間：５月９日（月）～７月１５日（金）
下記のURLまたは右の二次元コードよりお申し込みください。

https://onl.sc/qiHswK2
【担当課】教育相談課 TEL：０１７－７６４－１９９０

不登校対応の第一人者である花輪敏男氏を講師にお迎えし、これまでの経験を踏ま
え教師や家族の具体的な対応をまとめた「FR式不登校対応チャート」を中心に、御
講演をしていただきます。不登校・不登校傾向でお悩みの保護者の方や不登校対応に
関心のある方の御参加をお待ちしております。



教育相談について

校内研修等講師派遣事業、教科指導等サポート事業の紹介

図書資料室の紹介について

校内研修等講師派遣事業

県内教員から寄せられる教科指導等の質問に
対して的確な情報を提供し、サポートする事業です。

センターWebページ
⇒「学校サポート」
⇒「教科指導等サポート事業」
⇒「質問入力フォーム」

上記の流れで質問を入力していただきますと、
１～２週間程度で、担当の指導主事が電話、電子
メール、オンライン等で回答します。

サポート内容は以下の通りです。

教科指導等サポート事業

学 習 指 導
■授業力向上と授業改善
■授業におけるＩＣＴ活用
■授業のユニバーサルデザイン化
■学習状況調査の活用方法

特 別 支 援 教 育
■特別な配慮を必要とする

児童生徒への支援
■個別の教育支援計画・

個別の指導計画の作成
■障害特性に応じた指導

生 徒 指 導 ・ 教 育 相 談
■児童生徒理解のための

調査法の活用
（「アセス」や「Ｑ-Ｕ」の理解と活用）

■人間関係づくり
（グループアプローチ中心に）

■面接相談の進め方
（教育カウンセリングの基本）

■ストレスマネジメント
■いじめへの対応
■不登校への対応
■保護者への対応
■情報モラルの指導
■ＳＯＳの出し方教育

学校が抱える教育課題等の解決に向けて、教員の資質・能力の
向上を目指して行う校内研修等に講師として指導主事を派遣し、
研修の活性化を図るとともに教育活動を支援する事業です。

以下のテーマからお選びください。

✔ 児童生徒や保護者は対象ではありません。教員が対象です。
✔ 研修時間は原則として、以下の通りです。

「学習指導」、「特別支援教育」 ： ６０分～９０分程度
「生徒指導・教育相談」 ： ９０分～１２０分程度

✔ 複数校の合同研修も校内研修として対応します。代表校がお申込みください。

教 科 教科・科目等の指導方法など

教科外
総合的な学習（探究）の時間、
特別活動、キャリア活動、
自立活動等進め方や指導方法など

✔ 県内の公立小・中学校、県立学校の教員が対象です。
✔ 内容によっては対応できない場合もあります。
予め御了承ください。

県内の教職員や当センター研修講座の受講者を対象に、
図書の貸し出しを行っております。

貸出期間 ： ２週間以内 貸出冊数 ： ５冊まで

昨年度は、のべ１，０55件でした。 ７月末から８月上旬にか
けて、１回目の新着図書の御案内をさせていただく予定です。
今年度も多くの皆様に御利用いただけるように準備しており
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

図書資料室内の様子

蔵書検索サービス

http://www.edu-c.pref.aomori.jp/?page_id=156

御使用しているPC、スマートフォンからアクセスすることが
可能です。お気軽に検索していただき、気になる図書資料が
あれば、ぜひ当センター図書資料室までお越しください。

新着図書ブース

今年度から実施形態を「対面」または「オンライン」から選択できます。
研修実施報告書はWebアンケートから提出・回答していただきます。

希望によっては「オンライン」で回答します。
資料を共有しながら、情報提供することが可能です。

貸出システム

ど ち ら も 、 セ ン タ ー W e bペー ジ （ 学校サポー ト ） か ら 、 申込む こ と ができ ま す 。
http://www.edu-c.pref.aomori.jp/

当センターWebページへアクセス

当センターでは、友人関係やいじめ、家庭の問題、子
どもの教育全般に悩んでいる保護者、教職員または子
ども本人を対象に、教育相談を行っています。

相談内容の確認、相談方法・日程の調整をします。
子ども本人、保護者、教職員の皆様の御相談に応じます。
電話のみの御相談にも応じます。まずはお電話を！

☎ ０１７－７２８－５５７５（教育相談課）
☎ ０１７－７６４－１９９１（特別支援教育課）
実施時間 ９：００～１７：００
（土日、祝日、年末年始は除く）

※月に1回土曜日に相談を行っています。
詳しい開催日については、センターWebページで
御確認ください。

お子様の健やかな成長を願って
私たちと一緒に考えましょう

まずは、電話で御相談

相談申込、お問い合わせ


